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浅
井
清
先
生
追
悼
記
事

二
一
〇
　
　
（
コ
ニ
四
〇
）

浅
井
先
生
の
明
治
憲
政
史
研
究

手
　
塚

豊

　
先
般
、
浅
井
清
先
生
が
御
逝
去
に
な
ら
れ
た
。
先
生
は
、
終
戦
直
後
、

義
塾
法
学
部
教
授
を
御
退
職
に
な
り
人
事
院
総
裁
に
就
任
さ
れ
た
の
で
、

現
在
の
法
学
部
の
人
々
に
は
な
じ
み
が
う
す
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

わ
が
法
学
部
に
お
け
る
憲
法
、
行
政
法
担
当
の
最
初
の
教
授
と
し
て
、
そ

の
足
跡
は
大
き
い
。
私
は
塾
生
の
頃
、
先
生
か
ら
憲
法
、
行
政
法
、
独
法

の
授
業
を
う
け
た
。
先
生
は
非
常
に
話
術
が
た
く
み
で
、
そ
の
該
博
な
知

識
に
う
ら
づ
け
ら
れ
た
講
義
は
、
わ
れ
わ
れ
塾
生
を
魅
了
し
た
も
の
で
あ

る
。　

先
生
が
ケ
ル
ゼ
ソ
学
説
を
わ
が
公
法
学
界
に
移
入
さ
れ
た
先
覚
者
の
一

人
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
別
に
明
治
憲
政
史
の
分
野
で
も

多
く
の
貴
重
な
業
績
を
残
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
別
に
語
る

人
も
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
私
の
専
攻
と
も
関
連
す
る
後
者
に
つ
い
て
紹

介
し
、
先
生
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
L
た
い
。

　
昭
和
の
は
じ
め
、
義
塾
図
書
館
は
小
田
切
万
寿
之
助
氏
か
ら
、
そ
の
所

蔵
に
係
る
数
百
点
の
図
書
、
文
書
の
寄
贈
を
う
け
た
。
同
氏
は
明
治
初
年

に
元
老
院
書
記
官
を
し
て
お
ら
れ
た
小
田
切
盛
徳
氏
の
令
息
で
あ
り
、
こ

の
小
田
切
家
は
、
そ
の
頃
法
学
部
教
授
で
あ
つ
た
棋
智
雄
先
生
（
後
ち
の

防
衛
大
学
校
長
）
の
夫
人
の
里
方
で
あ
つ
た
縁
故
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
寄

贈
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
中
に
、
明
治
九
年
か
ら
数
年
間

に
亙
つ
て
行
わ
れ
た
元
老
院
憲
法
編
纂
会
議
の
関
係
史
料
が
ふ
く
ま
れ
て

い
た
。
そ
れ
ま
で
学
界
に
公
表
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
史
料
で
あ
つ
た
。

こ
れ
を
御
覧
に
な
つ
た
浅
井
先
生
は
、
そ
の
文
書
の
整
理
に
着
手
さ
れ

た
。
先
生
に
協
力
さ
れ
た
の
は
、
当
時
法
学
部
助
手
で
あ
つ
た
伊
藤
政
寛

先
生
と
、
峯
村
光
郎
先
生
で
あ
る
．
か
く
し
て
、
昭
和
六
年
十
一
月
、
本

誌
第
十
巻
四
号
に
「
小
田
切
本
『
目
本
国
憲
按
』
及
附
属
資
料
」
と
題

し
、
先
生
が
解
題
を
付
さ
れ
、
元
老
院
憲
法
草
案
並
に
関
連
資
料
の
全
貌

が
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
表
は
、
憲
法
学
界
に
大
き
な
反
響
を

呼
ん
だ
。
そ
の
後
も
、
そ
の
と
き
の
発
表
に
洩
れ
た
史
料
を
、
二
回
に
わ

た
り
本
誌
に
発
表
さ
れ
た
。
「
伊
藤
本
『
国
憲
』
及
『
国
憲
草
按
各
議
官

意
見
書
』
」
（
一
二
巻
三
号
）
、
「
漢
訳
『
国
憲
』
の
発
見
」
（
二
二
巻
一
号
）
が
、

そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
の
憲
法
草
案
が
、
主
と
し
て
英
国
憲
法
の
模
倣
で
あ
つ
た
こ
と
か

ら
、
浅
井
先
生
は
幕
末
か
ら
明
治
中
期
ま
で
の
英
国
議
会
制
度
思
想
移
入

の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
成
果
が
、
昭
和
十
年
に
巌
松
堂
か
ら
公
刊

さ
れ
た
「
明
治
立
憲
思
想
史
に
於
け
る
英
国
議
会
制
度
の
影
響
」
で
あ
つ



た
。
そ
れ
ま
で
の
明
治
憲
政
史
研
究
は
、
藤
井
甚
太
郎
博
士
、
渡
辺
幾
治

郎
氏
、
尾
佐
竹
猛
博
士
ら
に
よ
つ
て
開
拓
さ
れ
つ
つ
は
あ
つ
た
が
、
浅
井

先
生
は
、
憲
法
学
者
と
し
て
の
視
野
に
立
ち
、
全
く
あ
た
ら
し
い
研
究
成

果
を
披
露
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
尾
佐
竹
博
士
は
、
そ
の
書
評
に
お
い
て

「
多
年
の
渇
望
を
慰
し
、
学
界
に
明
星
の
如
く
輝
き
出
で
た
」
本
書
は

門
英
国
の
議
会
思
想
が
如
何
に
し
て
我
国
に
移
入
せ
ら
れ
、
如
何
に
影
響

し
、
如
何
に
し
て
こ
れ
が
排
斥
せ
ら
る
る
に
至
つ
た
か
を
、
最
も
正
確

な
る
史
料
に
基
づ
き
、
深
遠
な
る
学
識
と
透
徹
せ
る
識
見
と
を
以
て
明
快

に
論
断
し
た
る
空
前
の
名
著
で
あ
る
」
と
絶
讃
さ
れ
て
い
る
（
三
田
評
論

第
四
五
三
号
）
。

　
昭
和
十
三
年
、
浅
井
先
生
は
、
こ
の
業
績
に
よ
つ
て
義
塾
か
ら
法
学
博

士
の
学
位
を
う
け
ら
れ
た
。
同
書
は
、
『
明
治
立
憲
思
想
史
に
お
け
る
イ

ギ
リ
ス
国
会
制
度
の
影
響
」
と
題
す
る
改
訂
版
と
し
て
、
ふ
た
た
び
有
信

堂
か
ら
昭
和
四
十
四
年
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
十
一
年
以
降
、
先
生
の
御
研
究
は
益
々
発
展
、
そ
の
成
果
を
本
誌

に
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
。
「
郡
県
思
想
の
発
達
』
（
＋
五
巻
二
、
三
号
、
十

六
巻
三
号
）
、
「
版
籍
奉
還
と
郡
県
思
想
」
（
十
七
巻
三
号
）
、
「
明
治
二
年
の
官

吏
選
挙
」
（
＋
八
巻
一
号
）
、
「
土
佐
派
の
議
会
政
治
論
と
後
藤
象
二
郎
」
（
＋

八
巻
二
号
）
、
「
島
津
久
光
の
不
平
」
（
＋
八
巻
三
号
、
＋
九
巻
一
号
）
、
「
大
阪

会
議
と
元
老
院
の
設
立
」
（
法
学
研
究
第
一
輯
、
昭
和
十
六
年
）
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
内
、
郡
県
思
想
の
研
究
は
、
「
明
治
維
新
と
郡
県
思
想
」
と
題
す
る

単
行
本
に
ま
と
め
ら
れ
、
昭
和
十
四
年
に
巌
松
堂
か
ら
公
刊
さ
れ
た
。
こ

の
本
も
、
昭
和
四
十
三
年
、
復
刻
版
が
同
じ
巌
松
堂
か
ら
出
て
い
る
。

　
な
お
、
元
老
院
の
憲
法
編
纂
事
情
と
そ
の
草
案
に
関
し
て
は
、
「
元
老

院
の
憲
法
編
纂
顧
末
」
と
題
す
る
単
行
本
が
、
戦
后
の
昭
和
二
十
一
年
、

巌
松
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

　
先
生
の
明
治
憲
政
史
研
究
は
、
戦
争
中
も
絶
え
間
な
く
つ
づ
い
て
い
た

よ
う
で
あ
り
、
昭
和
十
九
年
十
二
月
四
目
、
塾
内
ア
ジ
ヤ
研
究
所
で
開
か

れ
た
全
塾
教
員
共
同
研
究
発
表
会
で
、
「
大
政
奉
還
と
後
藤
象
二
郎
の
公

議
政
治
論
」
と
題
す
る
研
究
発
表
を
行
つ
て
お
ら
れ
る
。
戦
時
下
の
当
時

は
、
塾
生
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
軍
務
に
就
き
、
少
数
の
残
留
塾
生
も
工
場

へ
動
員
さ
れ
、
授
業
は
全
く
停
止
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
た
め
、
三
田
山

上
に
お
け
る
学
問
の
命
脈
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
、
全
教
員
は
定
期
的
に

会
合
し
、
そ
う
し
た
発
表
会
を
開
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
戦
後
、
先
生
の
御
身
辺
は
、
事
情
が
一
変
し
た
。
初
代
人
事
院
総
裁
と

し
て
は
な
ぽ
な
し
く
官
界
に
登
場
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
先
生
が

公
務
の
傍
ら
発
表
さ
れ
た
諸
著
作
は
、
全
て
新
憲
法
、
公
務
員
法
関
係
の

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
先
生
の
明
治
憲
政
史
研
究
は
、
人
事
院
総
裁
御
就

任
と
同
時
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
も
の
と
み
て
い
い
。
し
か
し
、
先
生
の

前
に
述
べ
た
諸
業
績
は
、
い
ま
な
お
、
わ
が
学
界
に
不
朽
の
光
芒
を
放
つ

て
い
る
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
先
生
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

浅
井
清
先
生
追
悼
記
事

＝
二
　
　
（
一
三
四
一
）


